
　

こ
の
議
案
は
、
公
の
施
設
の
管
理
委
託
先
を
、
公
的
な
団

体
に
限
定
せ
ず
、
株
式
会
社
を
は
じ
め
と
し
て
広
く
対
象
者

と
す
る
、
指
定
管
理
者
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の

　

質
疑
に
対
し
て
、﹁
今
後
、
同
制
度
に
移
行
す
る
場
合
に
は

当
該
施
設
の
設
置
条
例
な
ど
の
改
正
が
必
要
と
な
る
が
、
そ

の
前
段
で
議
会
に
相
談
す
る
こ
と
と
な
る
﹂
等
の
答
弁
が
あ

っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
こ
れ
ま
で
、
財
団
な
ど
公
共
に
準
ず
る
団
体

が
運
営
し
、
確
保
し
て
き
た
各
施
設
の
質
を
保
証
す
る
よ
う

な
選
定
基
準
を
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
﹂、﹁
行
政
の
ス

リ
ム
化
を
狙
う
の
で
あ
れ
ば
、
市
民
に
よ
る
検
討
委
員
会
な

ど
を
立
ち
上
げ
、
市
民
の
視
点
か
ら
、
長
期
的
な
観
点
で
指

定
管
理
者
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
、
適
用
範
囲
を
広
げ
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
本
陳
情
は
、
市
民
が
教
科
書
採
択
の
内
容
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
な
の
で
、
そ
の

意
見
を
尊
重
し
て
採
択
す
べ
き
で
あ
る
﹂、
一
方
、﹁
教
育
委

員
会
は
独
立
し
た
機
関
な
の
で
、
教
育
委
員
会
が
責
任
を
も

っ
て
対
処
す
れ
ば
良
く
、
議
会
が
陳
情
を
採
択
す
べ
き
で
は

な
い
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
陳
情
の
件
名
に
あ
る
よ
う
に
、
静
ひ
つ
な
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
の
で
、
採
択
を
主
張
す

る
﹂、
一
方
、﹁
本
陳
情
は
教
育
委
員
会
に
出
す
べ
き
で
、
議

会
へ
出
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
思
う
の
で
、
不
採
択
を
主

張
す
る
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
本
市
の
福
祉
施
策
の
よ
り
円
滑
な
推
進
を

図
る
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
補
助
金
の
交
付
等
の
助

成
を
行
う
た
め
の
手
続
に
関
す
る
条
例
を
新
た
に
提
案
す
る

も
の

　

各
条
文
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑
に
対

し
て
、﹁
本
市
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
法
人
数
は
、

障
害
者
関
係
が
８
法
人
、
児
童
関
係
が
13
法
人
と
な
っ
て
い

る
﹂、﹁
本
条
例
に
係
る
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
障
害
者

通
所
授
産
施
設
及
び
保
育
所
の
分
園
の
２
施
設
を
予
定
し
て

い
る
﹂
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
新
設
条
例
で
は
あ
る
が
、
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
従
来
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の

で
、
子
育
て
支
援
等
に
つ
い
て
も
、
今
後
と
も
十
分
な
対
応

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
﹂

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
都
市
計
画
で
定
め
た
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
、
建
築
物
の
用
途
、
敷
地
、
ま
た
は
構
造
に
関
す

る
事
項
を
、
建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
で
、
建

築
物
に
対
す
る
制
限
と
し
て
定
め
る
も
の

　

﹁
本
制
度
は
、
す
で
に
市
内
２
地
区
に
お
い
て
条
例
化
し
、

運
用
し
て
い
る
が
、﹃
Ｊ
Ｒ
南
武
線
新
駅
周
辺
地
区
の
地
区
計

画
﹄
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
現
在
区
域
ご

と
に
定
め
て
い
る
条
例
を
一
つ
の
条
例
に
統
合
し
、
新
設
す

る
も
の
﹂
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、﹁
地
区
計
画
の
周
知
は
、
住
民
説
明
会
を

実
施
し
、
説
明
会
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
地
権
者
に
は
、
個

別
に
資
料
を
配
布
し
周
知
に
努
め
た
﹂
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
大
半
の
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
の
で
、

本
案
に
賛
成
す
る
﹂、
一
方
、﹁
本
案
に
は
賛
成
だ
が
、
更
な
る

周
知
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
住
民
合
意
の
在
り
方
に
疑

問
が
あ
り
賛
成
し
か
ね
る
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

第
30
号
議
案

府
中
市
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例

総

務

委

員

会

陳
情
第
６
号

教
科
書
採
択
の
情
報
公
開
・
採
択
理
由
の
明
示
を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
７
号

静
ひ
つ
な
教
科
書
採
択
環
境
の
確
保
を
求
め
る
陳
情

文

教

委

員

会

常任委員会からの審査報告常任委員会からの審査報告

第
33
号
議
案

府
中
市
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
助
成
に
関
す
る
条
例

厚
生
経
済
委
員
会

第
35
号
議
案

府
中
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

建
設
環
境
委
員
会

　

調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
都
の
防
音
助

成
事
業
の
対
象
地
域
に
関
し
、
航
空
機
騒
音
の
レ
ベ
ル

︵
Ｗ
値
︶
が
70
以
上
の
地
域
で
あ
り
、
本
市
で
は
90
世

帯
が
対
象
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
説
明
会
で
の
意

見
や
要
望
は
、
助
成
内
容
の
詳
細
な
部
分
に
つ
い
て
は

個
々
に
状
況
が
異
な
る
た
め
、
都
か
ら
個
別
に
相
談
し

た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
利
用
計
画
の
協
議

状
況
に
つ
い
て
は
、
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
と

引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
留
保
地
の
南
側
に
公

園
用
地
、
中
央
部
に
衛
生
研
究
所
、
北
側
及
び
東
側
の

不
整
形
地
に
は
民
間
開
発
に
よ
る
住
宅
用
地
と
い
う
考

え
方
で
、
現
在
協
議
を
進
め
て
い
る
等
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

府
中
駅
南
口
Ａ
地
区
の
現
況
に
つ
い
て
は
、
準
備
組

合
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
﹁
あ
い
あ
い
タ

ウ
ン
﹂
を
発
刊
す
る
と
と
も
に
、
準
備
組
合
未
加
入
者

に
対
し
て
、
加
入
の
働
き
掛
け
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
府
中
駅
南
口
第
三
地
区
の
現
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
17
年
３
月
16
日
に
施
設
建
築
物
の
竣
工
式
を
行
い
、

翌
17
日
に
商
業
施
設
の
各
店
舗
が
開
店
し
た
。
会
議
等

の
開
催
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
が
14
回
開
催
さ
れ
、
商

業
保
留
床
の
処
分
先
や
処
分
条
件
を
検
討
し
た
結
果
、

日
本
綜
合
地
所
㈱
へ
の
売
却
を
決
定
し
、
売
却
額
は
62

億
７
０
３
５
万
５
０
０
０
円
で
あ
る
。

　

ま
た
、
府
中
駅
南
口
改
札
口
は
、
４
月
26
日
か
ら
開

業
し
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
等
の
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

西
府
土
地
区
画
整
理
事
業
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
平

成
16
年
10
月
の
仮
換
地
指
定
処
分
に
対
し
て
審
査
請
求

が
提
起
さ
れ
て
い
た
が
、
都
の
審
理
の
結
果
、
全
て
棄

却
の
裁
決
が
出
さ
れ
た
。

　

次
に
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
16
年
度

は
、
１
億
４
８
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
、
ま
た
、
17
年

度
は
４
億
７
３
８
０
万
円
の
内
示
額
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
ア
ト
ス
︵
輸
送
管
理

シ
ス
テ
ム
︶
及
び
ス
イ
カ
の
費
用
負
担
額
を
削
減
す
る

た
め
、
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
当
初
示
さ
れ
て
い
た
金

額
か
ら
４
億
円
削
減
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

市
の
負
担
額
は
ア
ト
ス
が
４
億
円
、
ス
イ
カ
が
２
億
円

と
な
る
等
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

鉄
道
対
策
特
別
委
員
会

再
開
発
対
策
特
別
委
員
会

基
地
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

ダ
ブ
リ
ュ
ー

ち

し
ゅ
ん

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
は

　
　
　

９
月
５
日︵
月
︶
午
前　

時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
会
の
予
定
で
す
。

17

10

226号　平成17年（2005年）7月30日発行 市議会だより
ふちふちゅうふちふちゅう

一般質問・常任委員会・特別委員会5

個別パンフレットの作成等

　17年度事業として実施していく

認知症の啓発活動

　今 後 の 取 組 は

重
田　

益
美
議
員

　

﹁
痴
ほ
う
﹂
と

い
う
呼
び
方
が
﹁
認

知
症
﹂
へ
と
変
わ

っ
た
が
、
認
知
症

に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解
は
十
分
に

進
ん
で
お
ら
ず
、

今
後
の
高
齢
化
社

会
に
向
け
て
、
認

知
症
に
つ
い
て
の

啓
発
活
動
は
非
常

に
緊
急
な
課
題
と
考
え
る
。

　

啓
発
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
医
学
的
な
見

地
及
び
認
知
症
の
方
ご
自
身
の
視
点
に
立
っ
た
、
新

し
い
啓
発
活
動
が
必
要
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

啓
発
活
動
は
、
広
く
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
広
報
紙
で
の
啓
発
を
は
じ
め
、

個
別
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
講
演
会
の
開
催
等
を
、

平
成
17
年
度
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
く
。

　

啓
発
内
容
は
、
一
般
的
な
認
知
症
の
状
況
や
状
態

を
周
知
す
る
だ
け
で
な
く
、
議
員
の
ご
指
摘
の
内
容

を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
や
介
護
に
携
わ
る
職
員
か
ら

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
進
め
て
い
き
た
い
。

　

他


